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※討論＝提出された議案等の審議の最終段階で、議案に対して賛成・反対の意見を述べることを「討論」と言います。

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て
（
戸
田

市
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
）

日
本
共
産
党

岡
嵜
　
郁
子
議
員

本
件
は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

等
の
改
修
工
事
を
行
っ
た
際

の
固
定
資
産
税
の
軽
減
措
置

は
含
ま
れ
て
い
る
も
の
の
、

上
場
株
式
等
の
配
当
、
譲
渡

益
に
対
し
、
本
則
税
率
20
％

の
と
こ
ろ
を
、
引
き
続
き
10

％
の
軽
減
税
率
を
据
え
置
く

も
の
で
す
。

銀
行
等
の
預
貯
金
で
は
、

わ
ず
か
な
利
子
で
も
20
％
の

税
金
が
課
税
さ
れ
る
の
に
対

し
、
高
額
所
得
者
が
大
半
を

占
め
る
証
券
優
遇
税
制
の
税

率
設
定
は
、
あ
ま
り
に
不
公

平
な
も
の
で
す
。

医
療
や
年
金
な
ど
の
社
会

保
障
給
付
削
減
と
負
担
増
に

あ
え
ぐ
高
齢
者
や
勤
労
者
へ

増
税
を
押
し
つ
け
る
一
方

で
、
金
持
ち
減
税
の
継
続
を

行
う
条
例
改
正
に
は
賛
同
で

き
ま
せ
ん
。

平
成
19
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算日

本
共
産
党

岡
嵜
　
郁
子
議
員

来
年
度
か
ら
始
ま
る
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
に
係
る
シ

ス
テ
ム
改
修
で
、
５
年
間
で

約
１
９
１
０
万
円
の
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
機
器
リ
ー
ス
費
用
が

必
要
と
な
る
と
の
こ
と
で
す
。

こ
れ
ま
で
も
本
制
度
導
入

に
か
か
わ
り
、
広
域
連
合
の

負
担
金
、
シ
ス
テ
ム
開
発
経

費
な
ど
に
対
す
る
国
庫
負
担

は
１
割
程
度
で
、
今
回
の
リ

ー
ス
費
用
に
は
国
庫
補
助
も

予
定
さ
れ
て
い
な
い
と
の
こ

と
で
す
。
新
た
な
費
用
負
担

を
生
じ
さ
せ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
十
分
な
国
庫
負
担
が

な
い
こ
と
は
問
題
で
す
。

ま
た
、
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
そ
の
も
の
に
も
、
高
齢

者
の
命
と
健
康
、
く
ら
し
を

脅
か
す
問
題
点
が
多
数
含
ま

れ
て
い
ま
す
。

本
医
療
制
度
の
狙
い
は
、

高
齢
者
医
療
の
改
善
で
は
な

く
、
国
民
負
担
を
増
や
し
て
、

国
と
企
業
の
高
齢
者
医
療
費

の
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
に

あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
制

度
は
導
入
す
べ
き
で
は
な

く
、
本
案
に
反
対
し
ま
す
。

平
成
会

菅
原
　
文
仁
議
員

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

は
、
各
市
町
村
の
事
務
を
広

域
連
合
に
集
約
す
る
こ
と

で
、
経
費
の
削
減
が
可
能
と

な
り
、
今
後
に
お
け
る
高
齢

者
の
増
加
に
対
し
て
も
将
来

に
わ
た
り
保
険
制
度
を
持
続

可
能
な
も
の
と
し
、
財
政
運

営
の
安
定
化
を
図
っ
て
い
く

も
の
で
す
。

ま
た
、
高
齢
者
の
負
担
は
、

給
付
費
の
10
％
に
過
ぎ
ず
、

残
り
は
公
費
と
現
役
世
代
か

ら
の
支
援
に
よ
り
賄
う
も
の

で
す
。
さ
ら
に
、
低
所
得
者

に
は
保
険
料
の
軽
減
措
置
が

賛成 

設
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
な

り
の
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る

と
考
え
ま
す
。

今
回
の
補
正
は
、
来
年
度

か
ら
全
県
下
で
ス
タ
ー
ト
す

る
た
め
、
シ
ス
テ
ム
構
築
を

終
了
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
も
の
で
、
本
市
の
み
実
施

し
な
い
こ
と
は
許
さ
れ
な
い

こ
と
で
あ
り
、
必
要
な
も
の

と
判
断
し
、
賛
成
し
ま
す
。

平
成
19
年
度
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算

日
本
共
産
党

本
田
　
哲
議
員

来
年
度
か
ら
65
〜
74
歳
の

前
期
高
齢
者
世
帯
の
保
険
税

を
年
金
か
ら
天
引
き
す
る
た

め
の
シ
ス
テ
ム
改
修
に
係
る

補
正
で
す
。
昨
年
、
政
府
・

与
党
が
強
行
採
決
し
た
医
療

制
度
改
革
関
連
法
の
中
の
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
に
連
動

し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。

本
市
で
は
、
昨
年
12
月
定

例
会
で
国
保
税
の
２
年
連
続

大
幅
値
上
げ
を
決
定
し
、
介

護
保
険
料
も
県
内
で
一
番
高

い
保
険
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

自
治
体
の
第
一
の
仕
事

は
、
市
民
の
く
ら
し
を
守
る

こ
と
で
す
。
国
が
決
め
た
こ

と
だ
か
ら
仕
方
な
い
と
い
う

こ
と
で
は
な
く
、
押
し
付
け

反
対
の
声
を
上
げ
る
べ
き
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
以
上
、
市
民
へ
の
負

担
増
の
押
し
付
け
は
許
さ
な

い
立
場
か
ら
、
本
案
に
反
対

す
る
も
の
で
す
。

意見書を提出 意見書を提出 

今定例会では、意見書１件が提出され、原案のとおり可決
されました。なお、意見書は関係機関に送付しました。その
要旨は次のとおりです。

本市議会は、国・政府に対し、下記の事項について強く要望する
ものである。
１．集中豪雨等による災害に強い堤防や道路等の基盤整備、まちづ
くりの推進と、海岸侵食対策を積極的に進めること。
２．集中豪雨や竜巻等の局地予報体制の充実のために、集中豪雨や
竜巻発生の短時間予測が可能なドップラーレーダーを計画中のと
ころ以外にもふやすと同時に、緊急避難が無事できるよう体制を
確立すること。
３．学校施設や事業所等の屋上緑化、壁面緑化(緑のカーテン)のほ
か、環境に優しいエコスクールの推進、自然エネルギーの活用を
組み合わせて教室や図書館等への扇風機やクーラー等の導入を図
ることなどを、積極的に進めること。
４．森林資源などのバイオマスや太陽光、風力、小水力などの自然
エネルギーの積極的利用を進めるとともに、バイオマスタウンの
拡大や関係の法改正等に取り組むこと。
５．今国会で成立した「環境配慮契約法」を実効性のあるものとす
るため、まず、国・政府が率先して温室効果ガス等の排出の削減
に配慮した契約の推進を積極的に行うこと。
以上、地方自治法第99条の規定により、意見書を提出する。

衆議院議長様 

参議院議長様 

内閣総理大臣様 

総 務 大 臣 様  

法 務 大 臣様 

金融担当大臣様 
　　　・ 
　　　・ 

異常気象による災害対策や地球温暖化対策の
強化・拡充を求める意見書

異常気象による災害対策や地球温暖化対策の
強化・拡充を求める意見書

異常気象による災害対策や地球温暖化対策の
強化・拡充を求める意見書

今
定
例
会
で
は
、
専
決
処
分
の
報
告
1
件
と
補

正
予
算
2
件
に
つ
い
て
、
賛
否
の
討
論
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
そ
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。

とだ議会だより152号

議
員

各
団
体
の
活
動
状
況

の
実
態
把
握
、
各
種
講
座
、

※ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

促
進
、
各
団
体
へ
の
活
動
経

費
の
助
成
を
伺
う
。

都
市
整
備
部
長

公
園
緑
地

公
社
か
ら
の
報
告
を
得
て
確

認
し
て
い
る
。
年
８
回
程
度

の
園
芸
講
座
を
開
催
し
て
い

る
。
団
体
の
看
板
設
置
は
、

公
社
と
調
整
を
図
り
進
め
て

い
く
。
活
動
場
所
の
管
理
に

つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
経
費
が
か
か
り
、
負
担
経

費
の
た
め
、
花
苗
や
肥
料
の

提
供
等
、
団
体
に
あ
わ
せ
用

意
し
て
い
る
。
活
動
費
助
成

に
つ
い
て
、
公
社
と
連
携
を

図
り
、調
査
研
究
し
て
い
く
。

議
員

結
婚
、
誕
生
、
新
築

の
３
項
目
で
あ
る
が
、
内
容

に
よ
っ
て
は
選
択
の
範
囲
を

樹
木
以
外
に
拡
大
を
図
れ
な

い
の
か
。

都
市
整
備
部
長

記
念
樹
贈

呈
の
趣
旨
は
、
緑
化
推
進
や

記
念
樹
を
思
い
出
と
し
て
大

切
に
残
し
て
い
く

こ
と
を
目
的
と
し

た
取
り
組
み
で
あ

る
が
、
近
年
の
居

住
形
態
や
生
活
ス

タ
イ
ル
等
が
変
化

し
て
い
る
の
で
、

意
向
調
査
を
行
い
、

検
討
し
て
い
く
。

議
員

市
独
自
の

「
戸
田
フ
ラ
ワ
ー

ガ
ー
デ
ン
」
の
考

え
方
、
公
園
内
外
の
レ
ン
タ

サ
イ
ク
ル
事
業
、
健
康
促
進

を
図
る
た
め
に
、
歩
道
整
備

や
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
、「
足

湯
」、
ド
ッ
グ
ラ
ン
、
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
場
の
設
定
に
つ
い

て
伺
う
。

都
市
整
備
部
長

上
部
利
用

の
あ
り
方
は
、
地
元
ま
ち
づ

く
り
団
体
と
の
懇
談
会
を
通

し
、
意
見
を
伺
っ
て
い
く
。

試
験
的
に
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル

は
開
始
し
、
各
種
利
用
施
設

は
利
用
状
況
、
費
用
対
効
果

等
を
考
え
検
討
し
て
い
く
。

5
※アダプトプログラム＝公園などの公共施設を地域住民やボランティアグループが愛情と責任を持って清掃・美化する取り組み。

とだ議会だより152号

議員は、毎年３月、６月、９月、12月に開く定
例市議会で、市政全般に対する質問をすることが
できます。これを「一般質問」といいます。
今定例会では６月14日から３日間、16人の議員

が一般質問を一問一答方式で行いました。
ここに掲げたのは、その質問・答弁の大要です。

一問一答方式とは、議員席前の質問席から、執行
部に対面して行います。質問の制限時間は35分（答
弁は含まない）で、通告した順番の件名ごとに、１
回目は総ざらい質問・答弁、２回目から要旨ごとの
一問一答で、制限時間内に何回でも質問ができます。▲昨年の花火大会から……今年は8月4日に開催されます。

緑
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の 

　
　
　
　
　
活
動
助
成
を 

平
野
　
進
　

議
員 

緑
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

 

　
　
　
　
　
活
動
助
成

記
念
樹
に
つ
い
て

荒
川
水
循
環

セ
ン
タ
ー
の

上
部
利
用
に

つ
い
て

▲ボランティアによる野竹公園の植栽活動




